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はっぴょんをわたらせよう 

＜課題＞ 

所定間隔（約１ｍ）を隔てた２つの机の間に、なるべく頑丈な紙の橋（発明品）を作りたい。 

 

＜ルール＞ 

●紙の橋に使用する A4用紙は最大４０枚。用紙の使い方は自由。 

●紙の橋は、班内の２つの机の間に作製することとする。 

●制限時間経過後、各班で同時に（または、１班ずつ順番に）紙の橋に１つおもりをのせ、クラス全体で 

１０秒数える。 

●紙の橋がおもりに持ちこたえた場合、１つずつおもりを増やし、その都度クラス全体で１０秒数える。 

 

＜評価＞ 

最も多くのおもりをのせることができた紙の橋を作製した班を優勝とする。 


